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西
和
賀
町
の
多
く
の
皆
様
の
ご
支
持
を
賜
り
、
初
代
の
町
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
あ
り
が
た
く
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

皆
様
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

私
の
任
務
は
、「
健
康
」「
環
境
」「
産
業
」
人
が
輝
き
、
地
域
の
力
満

ち
る
町
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
合
併
協
議
会
で
決
め
ら
れ
た
建
設
計
画
を

着
実
に
具
体
化
し
、
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
仕
事
は
壮
大
な
山
登
り
に
似
て
い
ま
す
。
ま
ず
頂
上
（
建

設
計
画
全
体
）
を
め
ざ
し
、
頂
上
へ
と
連
な
る
山
々
か
ら
、
登
る
べ
き
山

（
建
設
目
標
）
を
選
び
出
し
ま
す
。
次
に
そ
の
山
へ
登
る
道
す
じ
、
ル
ー

ト
を
確
認
し
ま
す
。
更
に
手
順
を
選
び
、
装
備
（
予
算
や
人
材
）
の
確
認
、

現
下
の
足
元
（
住
民
の
願
い
に
応
え
る
も
の
か
）
の
確
認
を
し
ま
す
。
気

象
天
候
（
世
界
の
動
き
、
国
内
の
動
向
）
に
気
を
配
り
登
山
を
は
じ
め
ま

す
。
し
っ
か
り
、
し
っ
か
り
と
着
実
に
登
っ
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
全
役
場
職
員
、
町
民
の
皆
様
の
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
の
壮
大
な

山
登
り
、
町
づ
く
り
に
全
力
を
使
い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

町町
政政
をを
担担
当当
すす
るる
にに
ああ
たた
っっ
てて

西
和
賀
町
長

高
　
橋
　
　
繁し

げ
る

11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて11月22日（火）町長室にて
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新
町
西
和
賀
町
の
誕
生
に
伴

う
初
め
て
の
町
長
選
挙
が
十
一

月
十
五
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
旧
湯
田
町
長
の

細
井
洋
行

よ
う
こ
う

さ
ん
（
湯
本
）
と
旧

沢
内
村
長
の
高
橋
繁
さ
ん
（
太

田
）
の
二
人
が
立
候
補
し
ま
し

た
。投

票
は
、
十
月
二
十
日
（
日
）

町
内
十
七
カ
所
の
投
票
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
旧
湯

田
町
分
が
三
千
二
百
五
十
三

人
、
旧
沢
内
村
分
が
三
千
二
百

七
十
五
人
の
合
計
六
千
五
百
二

十
八
人
。
投
票
率
は
、
当
日
の

投
票
と
期
日
前
投
票
も
あ
わ
せ

て
九
二
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
八
時
か
ら
川

尻
体
育
館
で
開
票
作
業
が
行
わ

れ
、
多
く
の
町
民
の
ほ
か
に
、

報
道
関
係
者
も
集
ま
り
関
心
の

高
さ
を
伺
わ
せ
ま
し
た
。

午
後
八
時
五
十
八
分
に
は
、

集
計
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
西
和
賀
町
の

初
代
町
長
に
は
、
高
橋
繁
さ
ん

が
初
当
選
し
ま
し
た
。

二
十
一
日
（
月
）
に
は
、
米

澤
静
夫
西
和
賀
町
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。

高
橋
町
長
の
任
期
は
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
四
年

間
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
西
和
賀
町

選
挙
管
理
委
員
会
（
湯
田
庁
舎
総

務
課
内
）

八
二
―
三
二
八
一

投
票
率
は
九
二
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト

職
員
の
身
分
の
継
承

合
併
に
伴
っ
て
湯
田
・
沢
内

の
旧
両
町
村
は
、
廃
止
さ
れ
消

滅
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
両
町
村
の
四
役
は
十
月
三

十
一
日
付
（
細
井
湯
田
町
長
は

三
十
日
付
で
辞
職
し
ま
し
た
）

で
失
職
し
ま
し
た
。

職
員
に
つ
い
て
も
身
分
を
い

っ
た
ん
は
失
い
ま
す
が
、
合
併

特
例
法
第
九
条
で
「
合
併
関
係

市
町
村
（
湯
田
町
と
沢
内
村
の

こ
と
）
の
一
般
職
の
職
員
が
引

き
続
き
合
併
市
町
村
（
西
和
賀

町
の
こ
と
）
の
職
員
と
し
て
の

身
分
を
保
有
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
併
市
町
村
は
、
職
員
の
任

免
、
給
与
そ
の
他
の
身
分
取
扱

い
に
関
し
て
は
、
職
員
の
す
べ

て
に
通
じ
て
公
正
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

何
日
以
内
に
選
挙

市
町
村
合
併
に
よ
る
選
挙

は
、
公
職
選
挙
法
第
三
十
三
条

の
第
三
項
に
該
当
す
る
た
め
、

新
町
設
置
の
日
か
ら
五
十
日
以

内
に
選
挙
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

？？

初
代
町
長
に

高
橋

繁
さ
ん

■
西
和
賀
町
長
選
挙
結
果

当
選

高
橋
　
繁
さ
ん

三
千
百
四
十
三
票

細
井
洋
行
さ
ん

二
千
八
百
十
六
票

第 1 投票所
第 2 投票所
第 3 投票所
第 4 投票所
第 5 投票所
第 6 投票所
第 7 投票所
第 8 投票所
第 9 投票所
第10投票所
第11投票所
第12投票所
第13投票所
第14投票所
第15投票所
第16投票所
第17投票所

貝沢地区多目的集会施設
若 畑 公 民 館
川 舟 保 育 所
長 瀬 野 会 館
猿 橋 小 学 校
太田さわやか会館
新 町 保 育 所
大 野 ふ れ あ い 館
下 前 公 民 館
湯田農業者トレーニングセンター
湯 之 沢 公 民 館
川 尻 体 育 館
湯 川 地 区 公 民 館
左 草 公 民 館
柳 沢 公 民 館
新田郷地区公民館
耳 取 地 区 公 民 館

有権者数（人）
男
135
109
223
154
207
169
405
147
51
478
66
481
50
67
34
172
91

3,039
－

3,039

128
117
237
160
250
222
445
167
56
600
71
575
66
70
38
185
102
3,489
－

3,489

263
226
460
314
457
391
850
314
107
1,078
137
1,056
116
137
72
357
193
6,528
－

6,528

女 計
当日投票者数（人）

男
115
98
190
129
176
145
325
124
48
405
60
386
46
61
29
126
72

2,535
271
2,806

109
104
207
136
212
185
380
149
51
525
62
456
57
59
30
148
77

2,947
260
3,207

224
202
397
265
388
330
705
273
99
930
122
842
103
120
59
274
149
5,482
531
6,013

女 計
投 票 率（％）

男
85.19
89.91
85.20
83.77
85.02
85.80
80.25
84.35
94.12
84.73
90.91
80.25
92.00
91.04
85.29
73.26
79.12
83.42
－

92.33

85.16
88.89
87.34
85.00
84.80
83.33
85.39
89.22
91.07
87.50
87.32
79.30
86.36
84.29
78.95
80.00
75.49
84.47
－

91.92

85.17
89.38
86.30
84.39
84.90
84.40
82.94
86.94
92.52
86.27
89.05
79.73
88.79
87.59
81.94
76.75
77.20
83.98
－

92.11

女 計

計
期日前投票所
総合計

投票区
区分

地区別投票者数など

�

�

開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました開票作業は迅速に行なわれました

※有権者数は当日のもので、各地区の投票率には、期日前投票分が加算されていません。あくまでも選挙当日の有権者数に対する当日の投票者数の割合です。

３
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十
月
三
十
一
日
（
月
）
両
町

村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
で
閉
庁

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
田
町
で
は
十
月
二
十
三
日

（
日
）
湯
田
町
町
民
体
育
館

（
現
川
尻
体
育
館
）
で
、
沢
内

村
で
は
沢
内
村
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
現
沢
内
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
）
で
同
日
に
、
地
域
住
民
も

参
加
し
た
閉
町
（
村
）
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

こ
の
閉
庁
式
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
庁
舎
に
お
別
れ
を
す
る
意

味
合
い
で
、
職
員
の
立
会
い
の

も
と
庁
舎
に
感
謝
し
お
別
れ
を

し
ま
し
た
。

湯
田
町
で
は
午
後
五
時
か
ら

行
わ
れ
、
冒
頭
に
湯
澤
正
湯
田

町
助
役
が
「
こ
の
庁
舎
は
土
畑

鉱
山
の
灯
が
消
え
た
後
の
昭
和

五
十
四
年
に
完
成
し
た
。
鉱
山

の
閉
山
な
ど
に
よ
り
町
は
右
肩

下
が
り
と
な
っ
た
が
、
こ
の
庁

舎
は
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
職

員
や
町
民
の
姿
も
同
時
に
見
て

き
た
。
明
日
か
ら
、
西
和
賀
町

と
な
る
。
ど
う
か
が
ん
ば
っ
て

欲
し
い
」
と
職
員
を
励
ま
し
庁

舎
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
役
場
玄
関
前
の
「
湯

田
町
役
場
」
の
銘
板
が
取
り
外

さ
れ
ま
し
た
。

沢
内
村
で
の
閉
庁
式
も
三
十

一
日
に
行
わ
れ
高
橋
繁
沢
内
村

長
は
「
平
成
九
年
の
教
育
長
就

任
以
来
、
こ
の
庁
舎
に
は
長
い

間
お
世
話
に
な
っ
た
。
役
場
は

村
民
の
『
希
望
を
持
っ
て
生
き

る
』
と
い
う
思
い
を
受
け
続
け

今
日
ま
で
来
た
。
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
は
困
難
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
西
和
賀
町
が
立
派
な
町

に
な
る
よ
う
希
望
を
持
っ
て
庁

舎
と
お
別
れ
し
た
い
」
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
（
火
）
に
は
、

両
庁
舎
で
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

八
時
三
十
分
か
ら
の
通
常
業

務
を
行
う
た
め
、
湯
田
庁
舎
で

は
午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
、

引
き
続
き
沢
内
庁
舎
で
は
八
時

十
分
か
ら
行
い
ま
し
た
。

湯
田
庁
舎
の
開
庁
式
で
は
、

湯
澤
正
西
和
賀
町
長
職
務
執
行

者
が
「
西
和
賀
町
が
本
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
西
和
賀
町
の

未
来
は
前
途
洋
々
の
船
出
と
は

い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
社

会
は
国
際
化
の
波
と
効
率
化
の

波
に
も
ま
れ
て
い
る
。
航
海
で

目
的
地
に
無
事
到
着
で
き
る
か

遭
難
す
る
か
は
、
我
々
の
手
に

か
か
っ
て
い
る
。
地
域
色
を
徹

底
に
引
き
出
し
、
町
民
と
一
致

団
結
し
な
が
ら
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
職
員
に
対
し
訓
辞
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
新
し
い
町
章
が

披
露
さ
れ
、
町
旗
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。

庁
舎
に
感
謝
し
て

町
民
と
一
致
団
結
し
て

未来に向かって未来に向かって

新たな船出

合
併
で
心
配
さ
れ
た
業
務

合
併
に
よ
る
業
務
で
、
一
番

の
心
配
は
住
民
票
の
発
行
や
納

税
証
明
を
発
行
す
る
業
務
シ
ス

テ
ム
が
通
常
ど
お
り
稼
動
す
る

か
ど
う
か
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
業
務
担
当
者
や
設

置
事
業
者
が
見
守
る
中
、
無
事

に
住
民
票
の
発
行
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

役
場
の
引
越
し
作
業

十
一
月
一
日
か
ら
の
業
務
を

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
十
月
二

十
九
日
（
土
）
〜
三
十
日
（
日
）

の
二
日
間
は
、
両
庁
舎
で
引
越

作
業
が
総
出
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
課
の
配
置
換
え
に

と
も
な
う
机
の
移
動
な
ど
も
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
庁
方
式
に
よ
る
戸
惑
い

新
町
で
は
、
各
課
を
湯
田
庁

舎
、
沢
内
庁
舎
に
振
り
分
け
ま

し
た
。
や
は
り
住
民
の
方
か
ら

も
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
で
今
し

ば
ら
く
こ
の
戸
惑
い
は
続
き
そ

う
で
す
。

？？？

銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）銘板の取り外し（湯田町役場）

町
章
が
披
露
さ
れ
ま
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章
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

（
沢
内
庁
舎
）
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は
じ
め
に
議
長
、
副
議
長
を

選
出
す
る
た
め
に
議
員
全
員
に

よ
る
無
記
名
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
選
で
は
旧

湯
田
町
議
会
議
長
の
早
川
久
衛

さ
ん
（
中
村
）
が
議
長
に
。
副

議
長
選
で
は
、
旧
沢
内
村
議
会

議
員
の
石
川
隆
男
さ
ん（
大
野
）

が
副
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

・
議
長
選

早
川
久
衛
さ
ん
　
十
九
票

為
田
た
め
た

直
助
さ
ん
　
　
九
票

・
副
議
長
選
（
白
票
二
票
含
）

石
川
隆
男
さ
ん
　
十
八
票

佐
々
木
正
裕
さ
ん
　
四
票

為
田
直
助
さ
ん
　
　
三
票

佐
藤
育
雄
さ
ん
　
　
一
票

引
き
続
き
審
議
さ
れ
た
専
決

せ
ん
け
つ

処
分
承
認
案
件
は
十
五
件
で
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
承
認
第
一
号
】

十
一
月
一
日
に
は
定
め
る
必

要
が
あ
る
事
項
の
「
西
和
賀
町

役
場
の
位
置
」
や
「
手
数
料
条

例
」「
消
防
団
条
例
」
な
ど
百

六
十
一
件
の
専
決
処
分
案
件
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
承
認
第
二
号
〜
十
一
号
】

一
般
会
計
暫
定

ざ
ん
て
い

予
算
、
国
民

健
康
保
険
暫
定
予
算
な
ど
特
別

会
計
暫
定
予
算
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
七
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
承
認
第
十
五
号
】

合
併
に
伴
い
、
沢
内
村
の
字

の
区
域
と
名
称
を
変
更
し
た
こ

と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
合
併
前
に
は
「
沢
内

村
大
字
太
田
」
で
は
第
一
〜
十

九
地
割
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
、

合
併
後
に
は
太
田
を
一
〜
十
三

地
割
ま
で
、
十
四
〜
十
九
地
割

を
鍵
飯

け
ん
ぱ
ん

と
変
更
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
湯
田
町
で
は
、
合
併

に
伴
う
字
の
変
更
と
区
域
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
副
議
長
の
選
出
と

専
決
処
分
十
五
件
を
承
認

正
副
議
長
選
結
果

現
在
の
議
員
数
は

西
和
賀
町
の
議
会
議
員
は
、

旧
湯
田
町
議
会
議
員
十
四
人
と

旧
沢
内
村
議
会
議
員
十
四
人
の

合
計
二
十
八
人
で
構
成
さ
れ
、

合
併
に
伴
う
議
員
在
任
特
例
を

適
用
し
、
任
期
は
平
成
十
九
年

四
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
の
在
任
特
例
の
適
用
は
、

先
の
第
十
五
回
合
併
協
議
会
で

確
認
さ
れ
た
事
項
で
、
要
約
す

る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
合
併
し
た
後
も
両
町
村
の

議
会
議
員
は
平
成
十
九
年
四
月

ま
で
の
一
年
半
は
引
き
続
き
新

自
治
体
の
議
員
と
し
て
在
職
す

る二
、
新
自
治
体
で
の
議
会
議
員

の
定
数
は
十
六
人
と
す
る

三
、
選
挙
区
は
設
け
な
い

議
員
の
在
任
特
例
と
は

合
併
特
例
法
で
は
、
新
設
合

併
の
場
合
に
議
員
の
定
数
特
例

と
在
任
特
例
の
ど
ち
ら
か
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
数
特
例
と
は
、
合
併
後
に

設
置
選
挙
を
行
い
一
期
（
四
年

間
）
の
み
は
地
方
自
治
法
九
十

一
条
二
項
に
よ
る
議
員
定
数
の

二
倍
の
範
囲
内
で
定
数
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

一
方
の
在
任
特
例
と
は
旧
自

治
体
の
議
員
は
合
併
後
も
定
め

た
期
間
（
最
長
で
も
二
年
間
）

は
新
自
治
体
の
議
員
と
し
て
在

任
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

地
方
自
治
法
九
十
一
条
二
項

の
議
員
定
数
と
は

各
自
治
体
の
議
会
議
員
数

は
、
そ
の
自
治
体
の
人
口
に
よ

っ
て
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
が
二

千
人
か
ら
五
千
人
ま
で
は
上
限

が
十
四
人
、
五
千
人
か
ら
一
万

人
ま
で
は
上
限
が
十
八
人
に
な

っ
て
い
ま
す
。

専
決
処
分
と
は

緊
急
を
要
す
る
事
案
な
ど
は
、

一
定
の
条
件
の
も
と
で
議
会
の

議
決
を
得
ず
に
町
長
（
合
併
時

点
で
は
、
ま
だ
町
長
が
選
挙
で

決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
職
務

執
行
者
）
の
判
断
で
執
行
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
専
決
処
分
と
言
い
、

議
会
で
承
認
を
得
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
議
会
制
度
を
尊
重
し

な
が
ら
、
自
治
体
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度

で
す
。

？？

？？

早川議長石川副議長

仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子仮設議場の様子

西
和
賀
町
議
会
臨
時
会

議
長
に
は
早
川
久
衛
さ
ん

西
和
賀
町
に
な
っ
て
初
め
て
と
な
る
臨
時
会
が
十
一
月
九
日

（
水
）
〜
十
一
日
（
金
）
に
沢
内
庁
舎
仮
設
議
場
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
二
階
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
に
伴
い
、
議
員

に
は
在
任
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

き
ゅ
う
え

５
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十
月
三
十
日
（
日
）
湯
田
町
ス
キ
ー
協

会
で
は
、
毎
年
の
恒
例
事
業
と
な
っ
た
町

営
湯
田
ス
キ
ー
場
の
下
刈
り
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
キ
ー
場
の

安
全
を
祈
願
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
滑
走
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
協
会
員
ら
十
六
人

が
参
加
。
エ
ン
ジ
ン
付
き
草
刈
機
で
、
全

長
六
百
メ
ー
ト
ル
、
お
よ
そ
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
刈
り
上
げ
、
額
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

同
協
会
の
高
橋
紹
郎

つ
ぐ
お

会
長
は
「
下
刈
り

を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
雪
が
相
当
積
も
ら

な
い
と
滑
べ
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
協

会
で
も
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
手
伝

い
を
し
て
い
る
」
と
話
し
、
雪
を
待
ち
わ

び
て
い
る
様
子
で
し
た
。

後
は
雪
だ
け

湯
田
町
ス
キ
ー
協
会
で
下
刈
り

力
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
の
傍
ら
、
行
政
区
長

や
町
有
林
経
営
委
員
と
し
て
行
政
運
営
に

も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
入
団
当
時
を
思
い
出
し
な

が
ら
「
当
時
の
消
防
団
は
入
団
し
た
く
て

も
入
団
出
来
な
か
っ
た
。
消
防
団
は
憧
れ

だ
っ
た
し
、
入
団
は
非
常
に
名
誉
な
こ
と

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
続
け
て
「
消
防

団
の
神
髄
は
、
犠
牲
と
奉
仕
の
精
神
。
消

火
活
動
や
捜
索
な
ど
よ
り
も
、
そ
れ
を
未

然
に
防
ぐ
防
災
や
無
火
災
運
動
の
推
進
が

本
来
の
消
防
団
の
役
目
。

消
防
団
の
四
十
三
年
間
は
、
つ
ら
い
時

期
や
任
務
も
あ
っ
た
。
団
長
の
時
に
は
、

人
前
で
話
す
の
が
本
当
に
難
儀
だ
っ
た
。

し
か
し
、
入
団
し
た
以
上
は
果
た
す
べ
き

義
務
を
果
た
し
、
ま
じ
め
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き

た
し
、
自
分
な
り
に
や
っ
て
き
た
。

今
回
の
受
章
は
、
妻
や
家
族
、
あ
る
い

は
消
防
団
の
先
輩
や
若
い
団
員
か
ら
の
励

ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
。
今
後
も
、
こ
の
受
章
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
消
防
活
動
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
（
木
・
文
化
の
日
）
に
、

平
成
十
七
年
度
の
秋
の
叙
勲
で
、
西
和
賀

町
か
ら
佐
藤
一
夫

さ
ん
（
下
前
）
が
、

長
年
に
わ
た
る
消

防
団
活
動
の
功
績

に
よ
り
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
に

旧
湯
田
村
消
防
団
に
入
団
。
以
来
、
退
団

す
る
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
、
四
十
三
年

の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
奔
走

し
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
率
先
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

特
に
も
平
成
十
二
年
か
ら
の
二
年
間

は
、
消
防
団
長
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
訓

練
方
法
な
ど
を
見
直
し
旧
湯
田
町
消
防
団

と
し
て
念
願

の
小
型
ポ
ン

プ
操
法
競
技

会
で
支
部
優

勝
を
飾
り
県

大
会
出
場
を

果
た
す
な

ど
、
大
き
な

躍
進
の
原
動

佐
藤
一
夫
さ
ん
（
下
前
）

消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章

十
一
月
十
三
日
（
日
）「
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
湯
田
･
沢
内
」
主
催
、
東
京
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
「
ふ
る

さ
と
交
流
会
」
が
東
京
都
（
飯
田
橋
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
西
和
賀
町
の
特
産
品
の

宣
伝
と
販
売
だ
け
で
は
な
く
、「
ふ
る
さ

と
宅
急
便
」
の
受
け
手
と
送
り
手
の
交
流

が
目
的
。

当
日
、
本
町
か
ら
は
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
利
用
者
と
職
員
を
中
心
に
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｊ
Ａ
西
和
賀
、
両
町
村
社

協
か
ら
総
勢
三
十
名
が
参
加
。
ま
た
東
京

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
総
勢
三

十
名
の
大
き
な
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

販
売
会
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、
湯

田
･
沢
内
の
「
ふ
る
さ
と
会
」
の
方
々
な

ど
、
お
よ
そ
二
百
人
が
集
ま
り
、
西
和
賀

の
山
菜
料
理
と
地
酒
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し

た
。
ま
た
郷
土
芸
能
の
「
坂
本
神
楽
団
」

の
舞
と
「
沢
内
さ
ん
さ
」
の
盆
踊
り
で
会

場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「ふるさと交流会」
ＩＮ東京

これで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」ですこれで今シーズンも「ばっちり」です

沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました沢内さんさで盛り上がりました

６
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
二
〇
〇

五
大
会
は
平
成
十
七
年
十
一
月
十
二
日

（
土
）
〜
十
五
日
（
火
）
福
岡
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

部
に
岩
手
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
藤

原
辰
男
さ
ん
（
川
尻
二
区
・
湯
田
町
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）
が
八
位
と

堂
々
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
へ
の
出
場
選
手
は
全

国
か
ら
四
百
七
十
人
。

藤
原
さ
ん
は
、
二
日
間
に
わ
た
っ
た

試
合
の
初
日
を
一
位
で
通
過
。

「
最
初
は
全
国
の
仲
間
と
交
流
す
る

つ
も
り
で
い
た
が
、
試
合
に
な
る
と
話

は
別
。
初
日
の
結
果
で
、
二
日
目
は
相

当
力
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
負
け
、
大
会
出
場
経
験
不
足
と

練
習
不
足
を
痛
感
し
た
。
結
果
は
満
足

で
き
る
も
の
の
、
反
面
も
う
少
し
と
残

念
に
思
う
場
面
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

技
術
の
向
上
の
た
め
日
々
練
習
し
て
い

き
た
い
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技

（
六
十
歳
〜
六
十
九

歳
ま
で
・
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
に
出

場
し
た
平
澤
安
保

や
す
お

さ
ん
（
泉
沢
・
西

和
賀
マ
ス
タ
ー
ズ
）
は
、
二
十
三
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。

「
大
会
事
務
局
の
意
向
も
あ
り
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
た
が
、
本
当
は

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
り
た
か
っ
た
。

強
豪
の
選
手
の
中
に
混
じ
っ
て
走
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
も

学
ぶ
事
が
多
く
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。

今
後
も
、
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
走

る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

藤
原
辰
男
さ
ん
全
国
で
八
位

平成17年度いわて農林水産躍進大会が11月11日（金）
盛岡市の盛岡市民文化ホールで開催されました。
この大会は、長年の農業振興に尽力した個人や団体

を表彰するとともに、記念講演などを行い、より一層
の農林水産業の発展を誓いあうものです。
この席上で、西和賀花卉生産組合（南川信一会長・

貝沢）では、西和賀地方の特別豪雪地帯という気象条
件の中で、りんどうのオリジナル品種の開発や、氷室

ひむ ろ

の利活用など、特色ある取り組みで、りんどう、ゆり、
グラジオラスを生産し「西和賀の花」という産地ブラ
ンドを確立したことが認められ、個性ある「産地づく
り」賞を受賞しました。おめでとうございます。

十
一
月
九
日
（
水
）
〜
十
一
日
（
金
）

ま
で
開
催
さ
れ
た
西
和
賀
町
議
会
臨
時
会

で
、
今
年
十
一
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で
の

西
和
賀
町
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
暫

定
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
合

併
は
年
度
途
中
の
た
め
、
本
予
算
を
決
定

す
る
ま
で
の
間
の
予
算
で
す
。

ま
た
、
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
予
算
の

取
り
扱
い
と
な
る
た
め
、
歳
入
額
と
歳
出

額
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

西和賀花卉
か き

生産組合

個性ある「産地づくり」賞を受賞
暫
定

ざ
ん
て
い

予
算
で
当
面
は
運
営

一
般
会
計
暫
定
予
算
な
ど

会計種別

一 般 会 計 予 算

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

温泉事業

歳　　入

9千96万円

6,226万円

1億5,470万円

3,985万円

3,604万円

1,755万円

134万円

1,171万円

歳　　出

20億9,268万円

1億7,498万円

3億1,633万円

2億4,244万円

1億1,153万円

3億5,600万円

996万円

5,225万円

国民健康保険沢内病院事業会計
病院事業収益

2億151万円

病院事業費用

2億5,641万円

西和賀町暫定予算（千円以下は切り捨て）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
は
全
国
健

康
福
祉
祭
の
略
称
で
す
。
昭
和
六
十
三

年
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
各

都
道
府
県
持
ち
回
り
で
毎
年
一
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
六
十
歳

以
上
の
方
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
、
健
康
福
祉
な
ど
幅
広
い
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

？

花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長花卉出荷大会であいさつする南川信一会長

平
澤
さ
ん
二
十
三
位
と
健
闘

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
力
が
入
る
藤
原
さ
ん

７
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町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
役
場
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
各
地
区
か

ら
の
推
薦
を
受
け
て
次
の
方
々
に
行
政
区
長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
役
場
か
ら

の
文
書
配
布
の
ほ
か
に
も
地
域
の
窓
口
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
任
期
は
、
来
年
の
三
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

役
場
か
ら
の
文
書
の
配
布
は
、
原
則
と
し
て
五
の
付
く
日
の
月
三
回
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
五
の
つ
く
配
布
日
が
、
土
・
日
・
祝
祭
日
と
重
な
る
場
合
に
は
、

繰
り
上
げ
て
配
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
課
（
湯
田
庁
舎
）

八
二-

三
二
八
一

行
政
区
長
を
委
嘱
し
ま
し
た

貝 沢 区

若 畑 区

川 舟 区

長 瀬 野 区

泉 沢 区

弁 天 区

猿 橋 区

太 田 区

鍵 飯 区

前 郷 区

新 町 区

大 野 区

東 大 野 区

左 草 区

下 前 区

湯 田 区

湯 本 区

槻 沢 区

湯 之 沢 区

川 尻 一 区

川 尻 二 区

川 尻 三 区

耳 取 区

草 井 沢 区

鷲 之 巣 区

湯 川 区

小 繋 沢 区

越 中 畑 区

白 木 野 区

野 々 宿 区

柳 沢 区

計

北　村　新　吉

児　玉　幹　夫

中　川　昭　彦

高　橋　正　慶

平　澤　安　保

高　橋　静　穂

高　橋　善　一

深　澤　廣　見

柿　澤　　　亮

高　橋　正　信

古　澤　邦　廣

泉　川　助五郎

羽　柴　盛　人

藤　原　義　美

畠　山　繁　美

高　橋　英　功

山　 行　夫

南　川　賢　一

佐々木　忠　平

高　橋　重　三

高　橋　國　夫

石　川　　　洵
まこと

高　橋　芳　勝

小田島　　　薫

照　井　廣　男

石　沢　小一郎

高　橋　広　治

伊　藤　清　見

高　橋　征　一

高　橋　　　弘

照　井　重　一

31行政区

行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名

西和賀町行政区長（敬称略）

両町村の消防団幹部による協議などによ
り、新町の消防団の構成は次のとおりとなり
ました。（敬称略）
11月1日（火）に団員に対する委嘱状の交

付があり、13日（日）には西和賀農業協同組
合の米倉庫（DAG）前で、西和賀町消防団結
団式が開催されました。
お問い合わせ先：生活環境課（湯田庁舎）

82-3283

西和賀町消防団が発足

団長の
高橋久雄さん
（弁天）

８
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十
一
月
一
日
（
火
）
に
、
第

一
回
西
和
賀
町
農
業
委
員
会
総

会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
は
内
記

信
也
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

農
業
委
員

の
任
期
は
三

年
で
、
両
町

村
の
選
挙
に

よ
る
委
員
（
そ
れ
ぞ
れ
十
人
ず

つ
）
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例

法
に
よ
り
そ
の
任
期
は
平
成
十

八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
西
和
賀

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

前
任
者
の

任
期
満
了
に

伴
い
、
高
橋

千
賀
子
さ
ん

（
川
舟
）
が
新
た
に
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的

人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
を
監

視
し
、
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
そ

の
救
済
の
た
め
に
、
適
切
な
処

理
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
二
年
間
で
す
。
相

談
は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
自
宅
や
電
話
で
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
橋
さ
ん
の
ほ
か
に

も
、
町
内
に
は
高
橋
信
男
さ
ん

（
湯
之
沢
）、
越
後
谷
英
子
さ
ん

（
大
沓
）、
藤
原
忠
正

た
だ
ま
さ

さ
ん
（
川

尻
）、
高
橋
善
一

ぜ
ん
い
ち

さ
ん
（
猿
橋
）

も
任
期
中
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
先
▼
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
ま

た
は
町
民
課
（
沢
内
庁
舎
）

八
五
｜
二
一
一
一

高
橋
千
賀
子

ち

か

こ

さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

会 長
会長職務代理者

委 員
（あいうえお順）

農 協 推 薦
農業共済推薦
改 良 区 推 薦

内　記　信　也
照　井　廣　男
赤　石　　　昭
石　川　　　勝
岩　井　廣　隆
柿　澤　繁　俊
籠　山　　　實
菊　池　良　一
北　村　達　郎
東海林　　　保
高　橋　善　一
高　橋　滝　男
高　橋　久　雄
高　橋　　　護
高　橋　祐　一
高　橋　美　通
竹　沢　長　一
羽　柴　昭　一
藤　原　　　隆
南　川　幸　一
佐々木　　　博
児　玉　正　彦
高　橋　昭　貴
有　馬　なお子
及　川　六　郎
佐々木　シヲ子
田　村　　　茂

前郷
鷲之巣
太田
大野
湯之沢
鍵飯
中村
泉沢
貝沢
下左草
大渡
川舟
弁天
湯田
湯田
白木野
槻沢
樺沢
若畑
新町
猿橋
若畑
太田
新町
川尻
前郷
細内

第1期西和賀町農業委員名簿

会
長
に
は
内
記
信
也
さ
ん

町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
沢
内

庁
舎
）

八
五
｜
三
四
一
三

現
在
の
委
員
数
は

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
と
、
関
係
農
業
団
体
お

よ
び
議
会
か
ら
の
推
薦
に
よ
る

委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

西
和
賀
町
農
業
委
員
会
委
員

は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
が
二
十

人
。
農
業
関
係
団
体
（
西
和
賀

農
業
協
同
組
合
、
岩
手
中
部
農

業
共
済
組
合
、
西
和
賀
土
地
改

良
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず

つ
）か
ら
の
推
薦
委
員
が
三
人
。

西
和
賀
町
議
会
か
ら
の
推
薦
委

員
が
四
人
の
二
十
七
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
満
了
後
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
は
十
五
人
。
農
業

関
係
団
体
と
議
会
推
薦
委
員
は

現
在
と
同
数
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
で
、
次
期
選
挙
か
ら

は
選
挙
区
を
設
け
湯
田
選
挙
区

か
ら
六
人
、
沢
内
選
挙
区
か
ら

九
人
の
十
五
人
が
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
と
な
り
ま
す
。

？
公
　
選
　
の
　
委
　
員

推
　
薦
　
の
　
委
　
員

（敬称略）

議 会 推 薦

９
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十
一
月
五
日
（
土
）
〜
六

（
日
）
湯
本
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

で
第
二
十
二
回
ゆ
だ
温
泉
峡
プ

ー
ル
競
技
会
と
第
三
十
九
回
岩

手
県
A
B
C
級
秋
季
水
泳
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら
初
め
て
、
岩
手

県
水
泳
連
盟
と
共
催
で
Ａ
Ｂ
Ｃ

級
大
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、

記
録
が
公
認
記
録
と
な
る
た
め

参
加
者
は
過
去
最
高
と
な
る
六

第
二
十
二
回
ゆ
だ
温
泉
峡
プ
ー
ル
競
技
会

第
三
十
九
回
岩
手
県
A
B
C
級
秋
季
水
泳
競
技
大
会

昭
和
五

十
四
年
度

の
旧
湯
田

町
町
勢
功

労
者
、
谷

藤
佐
一
さ
ん
（
九
十
二
歳
）
が
、

十
月
八
日
（
火
）
北
上
市
村
崎

野
で
発
生
し
た
交
通
事
故
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

谷
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八

年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
は
社
会

教
育
委
員
と
し
て
、
ま
た
昭
和

三
十
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
は

議
会
議
員
と
し
て
重
責
を
担
い
、

地
域
住
民
の
た
め
、
そ
し
て
行

政
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
、
建
設
常
任
委
員
長
だ

っ
た
昭
和
四
十
八
年
の
豪
雪
で

は
、
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
か
ら

春
先
の
苗
の
確
保
に
昼
夜
を
問

わ
ず
奔
走
し
、
地
域
住
民
の
生

活
確
保
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

谷
藤
佐
一

さ

い

ち

さ
ん
逝
去

（
川
尻
小
五
年
・
H
S
C
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
三
・
四
年

八
位
・
高
橋
龍
太
郎
・
一
分
四
秒
三
五

（
湯
本
小
三
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

九
位
・
高
橋
優ゆ

う

・
一
分
十
三
秒
八
一

（
湯
本
小
三
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
五
・
六
年

八
位
・
高
橋
正
太
・
四
十
四
秒
二
七

（
湯
本
小
六
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
五
・
六
年

五
位
・
高
橋
正
太
・
一
分
三
十
九
秒

六
八
（
湯
本
小
六
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

【
女
子
】

▽
二
五
メ
ー
ト
ル
自
由
形
一
・
二
年

七
位
・
竹
澤
み
さ
と
・
二
十
八
秒
九
一

（
湯
本
小
一
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
五
・
六
年

二
位
・
森
田
珠
璃

じ
ゅ
り

・
三
十
二
秒
四
七

（
湯
本
小
六
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
三
・
四
年

九
位
・
尾
形
美
優

み

ゆ

・
一
分
四
十
七
秒

二
八
（
川
尻
小
三
年
・
H
S
C
）

▽
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
五
・
六
年

九
位
・
高
橋
菜
々
子
・
一
分
五
十
一

秒
〇
二
（
沢
内
一
小
五
年
・
H
S
C
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
三
・
四
年

九
位
・
高
橋
美
歌
・
五
十
九
秒
三
二

（
湯
本
小
四
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
五
・
六
年

四
位
・
森
田
珠
璃
・
三
十
八
秒
四
一

（
湯
本
小
六
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

百
六
十
一
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。

こ
の
屋
内
プ
ー
ル
は
、
水
泳

連
盟
の
公
認
プ
ー
ル
で
す
が
、

大
会
役
員
の
関
係
な
ど
か
ら
昨

年
ま
で
は
公
認
記
録
と
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル

で
は
温
泉
を
利
用
し
熱
交
換
を

し
て
水
を
温
か
く
し
て
い
る
た

め
、
年
中
通
し
て
の
利
用
が
で

き
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
、初
雪
も
降
り
、

朝
夕
は
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
特
別
町
民
の
皆

さ
ん
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
た
び
十
一
月
一

日
に
、
湯
田
町
と
沢
内
村
が
合

併
し
『
西
和
賀
町
』
が
誕
生
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

組
織
も
一
新
さ
れ
、
特
別
町

民
事
務
局
も
、
川
尻
保
健
セ
ン

タ
ー
（
旧
湯
田
町
保
健
セ
ン
タ

ー
）
に
異
動
し
ま
し
た
。
西
和

賀
町
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是

非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

さ
て
、
先
頃
お
送
り
し
た
秋

の
特
産
品
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
人
気
の
高
い
商
品

を
お
届
け
し
た
つ
も
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、
心
温
ま
る
お

返
事
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

正
月
前
に
も
う
一
度
特
産
品

を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
商

品
の
ご
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
ご

連
絡
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
特
別
町
民

事
務
局
（
観
光
商
工
課
内
）

八
二
―
三
二
九
〇

来
賓
の
岩
手
県
水
泳
連
盟
副

会
長
の
石
川
勝
夫
さ
ん
は
「
本

大
会
は
と
て
も
意
味
の
あ
る
大

会
。
県
内
の
多
く
の
選
手
は
こ

の
大
会
で
育
ち
全
国
の
大
会
に

出
場
し
記
録
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
は
大
事
で
あ
る
し
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
人
生
を
送
る
た
め

に
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と

大
会
の
意
義
を
話
し
、
選
手
を

激
励
し
ま
し
た
。
選
手
ら
は
、

水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
タ
イ

ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

種
目
別
十
位
ま
で
の
町
内
出
場

選
手
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

▽
二
五
メ
ー
ト
ル
自
由
形
一
・
二
年

九
位
・
高
橋
恭

き
ょ
う
・
二
十
七
秒
一
八

（
川
尻
小
二
年
・
湯
田
ス
ポ
少
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
一
・
二
年

五
位
・
小
田
島
潤
・
五
十
七
秒
五
九

（
湯
本
小
二
年
・
H
S
C
）

六
位
・
小
田
島
海
斗

か
い
と

・
一
分
二
秒
二
二

（
湯
本
小
二
年
・
H
S
C
）

七
位
・
高
橋
豪
哉

か
つ
や

・
一
分
三
秒
四
一

（
湯
本
小
二
年
・
H
S
C
）

▽
五
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
三
・
四
年

七
位
・
栗
谷
京
生

け

い

・
四
十
二
秒
一
七

（
湯
本
小
三
年
・
H
S
C
）

▽
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由
形
五
・
六
年

七
位
・
高
橋
永
幸

ひ
さ
ゆ
き

・
一
分
十
四
秒
八
五

特別町民�

コーナー�

初雪を
記録
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十
一
月
十
四
日
（
月
）
第
一

回
目
の
西
和
賀
町
広
報
編
集
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
湯
澤
正
西
和
賀

町
長
職
務
執
行
者
か
ら
各
委
員

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
の
基
本
方
針
で

一
、
広
報
誌
は
新
自
治
体
に
お

い
て
毎
月
発
行
す
る

二
、
お
知
ら
せ
版
は
湯
田
町
の

例
に
よ
り
発
行
す
る

三
、
広
報
編
集
委
員
会
に
つ
い

て
湯
田
町
の
例
に
よ
り
新
た
に

設
置
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
湯
田
町
の
例
に
よ
る
広

報
紙
づ
く
り
と
は
、
昭
和
二
十

七
年
に
第
一
号
の「
広
報
ゆ
だ
」

創
刊
当
時
か
ら
現
在
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

創
刊
当
時
の
鳥
海
政
次
郎
湯

田
村
長
は
第
一
号
に
「
広
報
発

刊
の
意
義
と
し
て
」
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
広
報
ゆ
だ
は
村
政
を
正
し

く
村
民
に
知
ら
し
め
世
論
を
キ

ャ
ッ
チ
し
よ
り
よ
き
村
づ
く
り

に
重
大
な
役
割
を
果
た
す
べ
き

任
務
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
所
以

ゆ
え
ん

で
あ
る
。
村
民
の
建
設
的
な
協

力
と
民
主
的
運
営
に
よ
っ
て
真

に
村
民
の
も
の
と
し
て
発
展

し
、
発
刊
の
意
義
を
貫
き
通
し

た
い
も
の
と
、
祈
念
し
て
や
ま

な
い
」
と
し
て
、
村
長
の
一
方

的
な
機
関
紙
と
な
ら
な
い
こ

と
、
独
善
と
独
断
を
廃
止
し
、

公
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
役
場
職
員
の
合
議

に
よ
る
発
行
で
は
な
く
、
編
集

委
員
を
役
場
職
員
以
外
の
各
団

体
や
地
域
住
民
か
ら
広
く
募

り
、
企
画
の
段
階
か
ら
発
行
ま

で
を
チ
ェ
ッ
ク
し
つ
つ
一
方
的

な
記
事
配
信
と
な
ら
な
い
仕
組

み
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

精
神
が
新
町
に
も
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

両
町
村
で
編
集
委
員
を
募
集

し
選
考
の
結
果
、
下
記
の
方
に

広
報
編
集
委
員
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は

二
年
間
。

両
町
村
の
長
い
期
間
に
培
っ

た
広
報
紙
づ
く
り
の
経
験
を
新

町
で
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
を
担
当
す
る
企
画
課
で

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
で

き
る
限
り
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
、
広
報
誌
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

連
絡
先
▼
企
画
課（
湯
田
庁
舎
）

八
二
｜
三
二
八
四
、
F
A
X

八
二
｜
三
一
一
一
、
又
は
お
近

く
の
広
報
編
集
委
員
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

第
一
期
広
報
編
集
委
員

高
橋
定
雄
（
川
舟
）

佐
々
木
シ
ヲ
子
（
前
郷
）

高
橋
康
文
（
新
町
）

佐
藤
裕
子

ひ
ろ
こ

（
耳
取
）

田
口
幹
人

み
き
と

（
湯
本
）

高
橋
成
治
（
湯
田
）

※
編
集
長
に
は
、
助
役
の
職
の

者
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

広報にしわがの題字は、旧湯田町立越中畑小

学校長などを歴任し西和賀地方にも造詣が深

く、毎日書道展審査員、岩手書道協会理事・審

査員などに就任している南奎雲
けいうん

先生（盛岡市在

住）の書によるものです。

南先生は、この文字に「これから発展してい

く西和賀町を考え、そして今までの両町村の長

い歴史や文化に思いをはせながら書いた。未来

に向けて

理想的な

まちづく

りをして

欲しい」

と期待を

込めまし

た。

西和賀町広報編集委員会を発足

町民に
愛される広報に

西
和
賀
町
広
報
発
行
規
則
（
抜
粋
）

第
二
条

広
報
は
、
町
政
を
町
民
　

に
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
世
論

の
動
向
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
、

も
っ
て
民
主
的
な
自
治
運
営
の

確
立
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

広
報
の
編
集
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（
一
）広
報
は
、
真
実
を
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）広
報
は
、
公
正
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
か
つ
、
町
民
を
一
定

の
方
向
に
導
こ
う
と
す
る
政
治

的
意
図
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
三
）広
報
は
、
個
人
の
利
害
に
利

用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
四
）広
報
は
、
平
易
で
あ
り
、
か

つ
、
啓
も
う
的
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）委嘱状を受け取る高橋定雄さん（右）

広報の題字

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

題
字
を
手
に

す
る
南
先
生

１１



◯広報にしわが…No1 平成17年11月28日号

川尻斎苑の利用時間を
繰り下げます
冬期間は､除雪や火葬場の暖

房等の諸準備があり､霊柩車の
運行に支障をきたすことが予想
されます｡
このため冬期間の川尻斎苑の

利用時間を下記のとおり変更し
ますので､ご理解をお願いしま
す｡
【冬期間(12月～3月まで)】
冬期間は､通常期(4月～11月

まで)から30分繰り下げます｡
出棺　9時30分から
火葬　10時から

お問い合わせ先：生活環境課
（湯田庁舎） ●82-3283

活性化調整費を
活用しませんか

岩手県では、地域が元気にな
るような先導的なイベントや地
域特性を活かした個性ある取り
組みに対し「地域活性化事業調
整費」による支援をしています。
平成18年度に地域活性化事

業調整費を活用してみたいと考
えている団体は、町で備え付け
の申請書、事業計画書と収支予
算書を12月15日（木）までに
提出して下さい。
お申し込み先：企画課（湯田庁
舎） ●82-3284

献血にご協力を
成分献血を次のとおり行いま

す。11月から４月頃までは、
血液が非常に不足する時期です。
ぜひご協力をお願いします｡
なお、献血される方は採血時

間調整のため､事前にお申し込
み下さい。
【12月6日(火)】
受付時間：9時30分～14時45分
場所：沢内庁舎正面玄関
【12月15日(木)】
受付時間：10時～14時30分
場所：湯田庁舎正面玄関
お申し込み先：町民課（沢内庁
舎） ●85-2111

『冬の交通事故防止
県民運動』を実施
12月1日（木）～12月10日

（土）までの10日間は、冬の交
通事故防止県民運動期間です。
冬期は積雪や凍結等による道路
状況の悪化などで交通事故が発
生しやすくなります。町民一人
ひとりが交通安全意識を高め、
交通ルールを守り正しい交通マ
ナーを心がけましょう。
お問い合わせ先：生活環境課
（湯田庁舎） ●82-3283

12月の有線放送（沢内のみ）
●12月6日（火）「バランスよ　
く食事しよう」猿橋小学校養　
護教諭、小田嶋祐子さん

●12月13日（火）「健康でいる
ために」沢内病院主任栄養士　
三又静英さん

●12月20日（火）「高齢者の　
生きがいづくり」沢内村社会　
福祉協議会事務局長、廣田　
宏さん

個人事業主の皆さんへ
平成15年度の税制改正によ

り、平成17年度分から消費税
の納税義務が免除される課税売
上高の上限が1,000万円（改正
前は3,000万円）に引下げられ
ました。消費税の課税事業者に
なるかどうかは、前々年の課税
売上高が1,000万円を超えてい
るかどうかによります。
◇課税売上高が1,000万円を
超える場合
平成17年分から新たに課税

事業者となる方で、課税事業者
届出書を未提出の場合には、速
やかに所轄の税務署に提出して
下さい。
◇簡易課税制度を選択する方
同年の税制改正で簡易課税制

度を適用できる課税売上高の上
限が5,000万円（改正前は2億
円）に引下げられました。平成
17年分以降の各年において、
前々年の課税売上高が5,000万
円以下の方は、事前に「簡易課
税制度選択届出書」を提出し、
簡易課税制度を適用して申告す
ることができます。
平成17年分から新たに課税

事業者となる方については、税
法改正の経過措置で平成17年
12月31日までに提出すれば、
平成17年分から簡易課税制度
を適用することができます。

◇選択は慎重に
簡易課税制度を選択した場合

には2年間継続して同制度を適
用する必要があり、申告時に計
算方法を変更することはできま
せんのでご注意下さい。
お問い合わせ先：花巻税務署
●0198-23-3341、または税務
課（沢内庁舎）●85-3414

自動車の車検を
受ける際には

11月1日の合併後に自家用車
等の車検を受ける際には、次の
点に注意して下さい。なお、自
動車整備工場や販売店などに手
続きを依頼する場合にもこのこ
とをお知らせ下さい。
◆旧湯田町にお住まいの方
旧湯田町では平成11年4月に

字名の変更（例：湯田町第40
地割40番地71⇒湯田町川尻40
地割40番地71）が行われてい
ますが、車検証の所有者（使用
者）の住所が変更前のまま記載
されている場合は、当時の変更
の内容がわかる書面を運輸支局
に提出する必要があります。湯
田庁舎では総合サービス課、沢
内庁舎では町民課の窓口で、当
時の変更の内容が登載された
「岩手県報」の写しを交付しま
すので、車検の際に運輸支局で
所定の手続きを行って下さい。
なお、所有者が自動車販売会

社等の名義になっている場合
は、所有者の委任状も必要です。
また、すでに変更後の住所が記
載されている場合は、この手続
きは不要です。
◆旧沢内村にお住まいの方
旧沢内村では、今回の合併に

伴い字の区域及び名称の変更が
行われたので、車検の際には、
上記の窓口で当該変更に係る証
明書の交付（無料）を受けたう
えで、運輸支局で所定の手続き
を行って下さい。所有者が自動
車販売会社等の名義になってい
る場合は、上記同様に所有者の
委任状が必要です。
お問い合わせ先：企画課（湯田
庁舎） 82-3284

役 場 か ら
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北上線ダイヤ改正
平成17年12月10日からダイ

ヤ改正により列車の着発時刻が
次のように変わります。今まで
よりも早く発車する列車があり
ますので時間をよくお確かめの
上ご利用下さい。
なお、新しい時刻表は、12

月中旬までに全戸に配布する予
定です。
お問い合わせ先：ほっとゆだ駅
●　82-2323

北上発

5:15

―

6:19

7:37

10:33

13:48

16:22

17:23

18:25

20:05

21:56

ゆだ錦秋湖発

5:47

―

6:58

8:14

11:09

14:24

17:03

17:59

19:01

20:42

22:35

ほっとゆだ発

5:54

6:20

7:10

8:21

11:16

14:31

17:10

18:06

19:09

20:52

22:47

ゆだ高原発

―

6:24

7:14

8:26

11:21

14:35

17:15

18:10

19:13

20:57

22:51

横手着

―

6:56

7:43

8:53

11:49

15:03

17:43

18:42

19:42

21:26

23:20

横手発

―

6:36

7:45

10:08

12:00

13:54

16:05

17:57

20:19

ゆだ高原発

―

7:04

8:13

10:37

12:29

14:22

16:34

18:25

20:47

ほっとゆだ発

6:02

7:12

8:22

10:42

12:35

14:32

16:39

18:34

20:52

ゆだ錦秋湖発

6:09

7:19

8:29

10:49

12:42

14:39

16:46

18:41

20:59

北上着

6:45

8:00

9:05

11:31

13:18

15:16

17:21

19:22

21:34

北上方面行

横手方面行

戸　籍　の　窓

大　川　ヨ　シ
下　ミ　ナ

石　川　ミ　ヱ
照　井　七　郎
深　澤　　　志
刈　田　喜代見
安　倍　　　薫
伊　勢　ノ　フ
佐　藤　ミ　ヨ
泉　川　　　志
古　澤　ア　ヤ
沼　成　之

刈　田　勇　一
中　村　トキノ

92歳
99歳
96歳
79歳
85歳
79歳
60歳
88歳
81歳
94歳
64歳
71歳
68歳
96歳

新　町
川　舟
大　野
泉　沢
太　田
新　町
湯　本
新　町
下　前
大　野
新　町
若　畑
新　町
川　舟

小田島　萩
しゅう

也
や

黒　渕　夢
ゆう

磨
ま

内　記　　　凛
りん

橋　依
い

咲
さき

橋　日
にち

香
か

武　田　華
かな

奏
で

（男）
（男）
（女）
（女）
（女）
（女）

大　沓
大　野
前　郷
太　田
新　町
湯　川

橋　一　彦
橋　由美子

南　川　和　人
及　川　久　美

佐　藤　　　悠
高　橋　聡　子

巣　郷
前　郷

貝　沢
北上市

湯　田
川　尻

高

徳

（敬称略）

特定外来生物飼養等
許可申請のお願い
外来生物の被害を防止すること
を目的とする外来生物法の規制が
平成17年6月から始まりました｡
一般の方がペットとしての飼育､
施設等での飼養を行っている関係
機関は､手続きをお願いします｡
なお､手続きは12月1日まで

ですので､早めに申請をお願い
します｡
お問い合わせ先：環境省自然環
境局野生生物課外来生物対策チ
ーム　●03-3581-3351
htt://www.env.go.jp/nature/intro/

エイズ抗体検査の実施
北上保健所ではエイズに関す

る相談、抗体検査を次の日程で
実施します。検査は匿名で、無
料です。お申し込みは、事前に
電話での予約が必要です。
実施日：平成17年12月1日
（木）と12月8日（木）両日と
も17時30分～19時までの受付
場所：北上地区合同庁舎2階相
談室
その他：結果はおよそ1週間後
に面接で通知します。電話や郵
送による結果通知はしません。
お申し込み先：北上保健所保健
衛生課　●65-2735

精神保健ボランティア
講座を開催
北上保健所では、こころと健

康と精神保健福祉に関心のある
方、こころの病気を持つ方の手
助けをしてくれる精神保健福祉
ボランティアの活動に関心のあ
る方などを対象に無料講座を開
催します
日時：全部で5回（できるかぎ
り5回出席して下さい。時間な
どは直接お問い合わせ下さい）
・12月20日（火）「精神保健の
制度について」
・1月13日（金）「こころの病
気の基礎知識」
・1月20日（金）と27日（金）
「体験実習」
・2月3日（金） 「精神保健

ボランティア活動について」
申込期限：12月16日（金）
お問い合わせ先：北上保健所保
健衛生課　●65-2735

上級救命講習会
参加者を募集

北上地区消防組合では、次の
とおり平成17年度第2回上級救
命講習会を開催します。
日時：12月10日（土）8時30
分～17時30分まで
場所：江釣子公民館
募集期限：12月2日（金）まで
対象者：北上・西和賀町に勤務
している方、または居住してい
る中学生以上の方
お申し込み先：北上地区消防組
合警防課　●65-5175

国や県から

他の機関から

転　入

転　出

出　生

死　亡

人　口

男

女

世帯数

5

3

2

4

3,809

1,761

2,048

1,389

湯田分 沢内分 合計 前月との
増減

3

8

4

6

3,894

1,873

2,021

1,152

８

11

6

10

7,703

3,634

4,069

2,541

―

―

―

―

―

―

―

―

■10月末（湯田・沢内）

お悔やみ申し上げます

ご誕生
おめでとうございます

末永くお幸せに

高
高

高
高 ）

）

）

住民の動き

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。
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